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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第２四半期連結
累計期間

第51期
第２四半期連結
累計期間

第50期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 9,081,731 7,565,224 22,079,328

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△55,979 46,555 627,077

四半期（当期）純利益又は四半期純

損失（△）（千円）
△69,813 49,133 358,084

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△109,450 119,579 450,525

純資産額（千円） 8,046,783 8,547,183 8,517,181

総資産額（千円） 14,553,554 13,940,535 17,376,891

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△6.23 4.39 31.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 55.3 61.3 49.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△764,327 △480,168 174,442

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△22,260 △36,219 △85,909

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△143,761 △169,051 △257,747

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
2,626,890 2,701,622 3,386,048

　

回次
第50期

第２四半期連結
会計期間

第51期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 0.38 2.45

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定、または、締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、新興国経済の減速や円安による物価上昇等から先行きの不透明

感を拭い去れないものの、政府の経済、金融政策等により緩やかな回復基調の中で推移致しました。

当社グループの主力事業の属する国内建設市場におきましては、公共設備投資は堅調に推移し、民間設備投資に

ついても持ち直しの動きが見られるものの、受注競争の激化から依然として厳しい市場環境が続いております。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結売上高は、前第２四半期連結累計期間より15億16百万円

減少し75億65百万円（前年同四半期比16.7％の減少）、営業損失は66百万円（前年同四半期は営業損失70百万

円）、経常利益は46百万円（前年同四半期は経常損失55百万円）、四半期純利益は49百万円（前年同四半期は四半

期純損失69百万円）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　建設事業

当社グループの主力事業である当事業におきましては、ビル設備工事の受注が堅調であったことにより、受注

高は76億82百万円（前年同四半期比6.2％の増加）となりました。部門別では、産業設備工事が17億７百万円

（前年同四半期比35.4％の減少）、ビル設備工事が42億20百万円（前年同四半期比111.3％の増加）、環境設備

工事が17億54百万円（前年同四半期比32.3％の減少）となりました。

売上高は、当第２四半期までの引渡し工事が全般的に少なかったことにより、30億８百万円（前年同四半期比

27.4％の減少）となりました。部門別では、産業設備工事が15億94百万円（前年同四半期比27.9％の減少）、ビ

ル設備工事が８億74百万円（前年同四半期比35.0％の減少）、環境設備工事が５億38百万円（前年同四半期比

7.9％の減少）となりました。

なお、当事業は通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きいため、第４四

半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動があります。

②　機器販売及び情報システム事業

当事業におきましては、発電機、空調機などの機器販売が減少し、またシステム開発の受注が低調であったこ

と等により、売上高は19億35百万円（前年同四半期比23.6％の減少）となりました。

③　機器のメンテナンス事業

当事業におきましては、設備機器のメンテナンス、太陽光発電機器の設置がともに前年並みに推移したことに

より、売上高は24億57百万円（前年同四半期比1.9％の増加）となりました。

④　電子部品製造事業

当事業におきましては、製造工程省力化装置の受注は減少しましたが、情報機器向け光素子などの半導体関連

部品の受注が堅調であったことにより、売上高は５億59百万円（前年同四半期比1.0％の増加）となりました。

⑤　その他

その他の事業におきましては、公共水道施設維持管理事業における受託業務が減少したことにより、売上高は

１億29百万円（前年同四半期比6.3％の減少）となりました。

（注）１．上記売上高はセグメント間取引消去前の金額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

６億84百万円減少し27億１百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動に使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ２億84百万円

減少し４億80百万円（前年同四半期比37.2％の減少）となりました。これは主に、売上債権の減少額35億49百万円

（前年同四半期比130.5％の増加）、仕入債務の減少額30億23百万円（前年同四半期比91.7％の増加）、たな卸資

産の増加額５億93百万円（前年同四半期比89.3％の増加）を調整したこと等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動に使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ13百万円増加

し、36百万円（前年同四半期比62.7％の増加）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出が６百

万円（前年同四半期比77.8％の減少）、投資有価証券の取得による支出が５百万円（前年同四半期比8.8％の増加)

あったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動に使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ25百万円増加

し１億69百万円（前年同四半期比17.6％の増加）となりました。これは主に、借入金の返済による支出が２億47百

万円あったこと、借入れによる収入が２億円あったこと等によるものです。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（４）研究開発活動

当社グループにおいては、当第２四半期連結累計期間における研究開発活動は特段行っておりませんので特記事

項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,700,000 11,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 11,700,000 11,700,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
－ 11,700,000 － 1,029,213 － 805,932
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日東興産株式会社 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 2,699 23.08

藤田　登 群馬県高崎市 1,482 12.67

藤田　実 群馬県高崎市 1,070 9.15

藤田エンジ取引先持株会 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 645 5.51

藤田社員持株会 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 517 4.42

株式会社群馬銀行 群馬県前橋市元総社町194番地 400 3.42

群馬土地株式会社 群馬県前橋市本町二丁目13番11号 240 2.05

佐藤　兼義 静岡県湖西市 226 1.93

株式会社東和銀行 群馬県前橋市本町二丁目12番６号 174 1.49

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地七丁目18番24号 150 1.28

計 － 7,605 65.00

　（注）上記のほか当社所有の自己株式502千株（4.30％）があります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     502,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   11,193,000 11,193 －

単元未満株式 普通株式       5,000 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 11,700,000 － －

総株主の議決権 － 11,193 －

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）　

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

藤田エンジニアリング㈱
群馬県高崎市飯

塚町1174番地５
502,000 － 502,000 4.29

計 － 502,000 － 502,000 4.29

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,691,048 3,006,622

受取手形 1,036,152 941,098

完成工事未収入金 4,682,287 1,532,710

売掛金 2,147,497 1,842,995

未成工事支出金 144,157 441,186

商品 108,026 154,276

仕掛品 262,203 517,985

材料貯蔵品 27,945 22,253

その他 358,541 660,702

貸倒引当金 △5,844 △632

流動資産合計 12,452,016 9,119,198

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 3,218,327 3,219,152

減価償却累計額 △2,088,847 △2,128,521

建物・構築物（純額） 1,129,480 1,090,630

土地 2,293,811 2,293,811

建設仮勘定 － 502

その他 728,707 699,514

減価償却累計額 △544,718 △558,070

その他（純額） 183,989 141,443

有形固定資産合計 3,607,281 3,526,388

無形固定資産

のれん 149,063 134,157

その他 113,507 118,281

無形固定資産合計 262,571 252,439

投資その他の資産

投資有価証券 659,131 668,753

その他 460,547 442,291

貸倒引当金 △64,657 △68,535

投資その他の資産合計 1,055,021 1,042,509

固定資産合計 4,924,874 4,821,337

資産合計 17,376,891 13,940,535
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形 1,916,302 1,190,990

工事未払金 2,171,361 369,183

買掛金 1,476,062 979,655

短期借入金 819,996 784,996

未払法人税等 287,743 100,663

未成工事受入金 127,905 110,837

完成工事補償引当金 11,500 11,500

賞与引当金 187,088 150,776

役員賞与引当金 25,900 －

その他 608,781 603,610

流動負債合計 7,632,640 4,302,212

固定負債

長期借入金 101,420 88,922

退職給付引当金 868,015 891,596

役員退職慰労引当金 185,343 58,166

その他 72,290 52,454

固定負債合計 1,227,069 1,091,139

負債合計 8,859,709 5,393,352

純資産の部

株主資本

資本金 1,029,213 1,029,213

資本剰余金 805,932 805,932

利益剰余金 6,769,895 6,729,452

自己株式 △213,872 △213,872

株主資本合計 8,391,168 8,350,724

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 119,199 175,575

為替換算調整勘定 6,814 20,883

その他の包括利益累計額合計 126,013 196,459

純資産合計 8,517,181 8,547,183

負債純資産合計 17,376,891 13,940,535
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 9,081,731 7,565,224

売上原価 7,952,622 6,393,080

売上総利益 1,129,109 1,172,143

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 574,442 564,266

賞与引当金繰入額 42,907 42,721

退職給付引当金繰入額 16,237 16,902

役員退職慰労引当金繰入額 5,510 4,922

のれん償却額 14,906 14,906

その他 545,570 594,539

販売費及び一般管理費合計 1,199,574 1,238,259

営業損失（△） △70,465 △66,115

営業外収益

受取利息 1,044 397

受取配当金 4,269 5,553

受取褒賞金 9,252 10,109

保険配当金 9,434 4,567

投資有価証券売却益 － 68,200

その他 16,973 28,509

営業外収益合計 40,975 117,338

営業外費用

支払利息 5,071 4,254

貸倒引当金繰入額 19,121 －

その他 2,297 411

営業外費用合計 26,490 4,666

経常利益又は経常損失（△） △55,979 46,555

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△55,979 46,555

法人税、住民税及び事業税 80,351 97,053

法人税等調整額 △66,517 △99,632

法人税等合計 13,833 △2,578

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△69,813 49,133

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69,813 49,133
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△69,813 49,133

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △40,744 56,376

為替換算調整勘定 1,107 14,069

その他の包括利益合計 △39,637 70,445

四半期包括利益 △109,450 119,579

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △109,450 119,579

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△55,979 46,555

減価償却費 117,311 109,729

のれん償却額 14,906 14,906

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,880 △1,334

賞与引当金の増減額（△は減少） △59,230 △36,312

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △31,500 △25,900

工事損失引当金の増減額（△は減少） 2,371 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 32,302 23,581

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,510 △127,177

受取利息及び受取配当金 △5,314 △5,951

支払利息 5,071 4,254

投資有価証券売却損益（△は益） － △68,200

売上債権の増減額（△は増加） 1,540,024 3,549,134

たな卸資産の増減額（△は増加） △313,416 △593,368

仕入債務の増減額（△は減少） △1,577,630 △3,023,897

未成工事受入金の増減額（△は減少） △117,011 △17,067

その他 △91,437 △50,026

小計 △515,142 △201,074

利息及び配当金の受取額 5,338 6,230

利息の支払額 △4,979 △4,404

法人税等の支払額 △249,543 △280,919

営業活動によるキャッシュ・フロー △764,327 △480,168

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △30,805 △6,833

投資有価証券の取得による支出 △5,465 △5,946

関係会社貸付けによる支出 △8,000 －

関係会社貸付金の回収による収入 － 5,000

その他 △77,989 △28,440

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,260 △36,219

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 200,000

短期借入金の返済による支出 △105,000 △235,000

長期借入金の返済による支出 △17,498 △12,498

配当金の支払額 △89,916 △89,372

その他 △31,346 △32,180

財務活動によるキャッシュ・フロー △143,761 △169,051

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,530 1,012

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △928,818 △684,426

現金及び現金同等物の期首残高 3,555,709 3,386,048

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 2,626,890 ※ 2,701,622
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

連結会社以外の関係会社の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

㈱東洋電設 7,581千円 ㈱東洋電設 7,581千円

  

２　当座貸越契約

当社及び連結子会社１社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締

結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

当座貸越極度額 1,970,000千円 1,970,000千円

借入実行残高 750,000 750,000

　　差引額 1,220,000 1,220,000

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

当社グループの建設事業においては、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合

が大きいため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動があり

ます。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

現金預金勘定 2,931,890千円 3,006,622千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △305,000 △305,000

現金及び現金同等物 2,626,890 2,701,622
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 89,577 ８　　  平成24年３月31日  平成24年６月29日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年11月13日

取締役会
普通株式 89,577 ８　　  平成24年９月30日  平成24年12月７日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 89,577 ８  平成25年３月31日  平成25年６月28日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年11月13日

取締役会
普通株式 89,577 ８  平成25年９月30日  平成25年12月６日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
建設事業

機器販売
及び情報
システム
事業

機器のメン
テナンス事
業

電子部品製
造事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,095,493 2,085,553 2,236,580 553,448 8,971,075 110,656 9,081,731

セグメント間の内部売上高
又は振替高

45,095 449,034 174,809 － 668,939 27,298 696,237

計 4,140,588 2,534,588 2,411,390 553,448 9,640,014 137,954 9,777,969

セグメント利益又は損失(△) △254,991 27,149 154,612 △38,145 △111,375 471 △110,903

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、水道施設管理受託業務他を含んでおり

ます。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △111,375

「その他」の区分の利益 471

セグメント間取引消去 83,501

セグメント間取引消去に伴う営業外費用の組替 △25,154

のれんの償却額 △14,906

その他の調整額 △3,001

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △70,465

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
建設事業

機器販売
及び情報
システム
事業

機器のメン
テナンス事
業

電子部品製
造事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 2,992,768 1,642,148 2,270,026 558,008 7,462,952 102,272 7,565,224

セグメント間の内部売上高
又は振替高

15,265 293,411 187,465 1,230 497,372 27,003 524,375

計 3,008,033 1,935,560 2,457,492 559,239 7,960,324 129,275 8,089,599

セグメント利益又は損失(△) △316,972 22 214,543 9,697 △92,709 △17,832 △110,542

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、水道施設管理受託業務他を含んでおり

ます。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 △92,709

「その他」の区分の利益 △17,832

セグメント間取引消去 87,845

セグメント間取引消去に伴う営業外費用の組替 △23,422

のれんの償却額 △14,906

その他の調整額 △5,089

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △66,115

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

藤田エンジニアリング株式会社(E00277)

四半期報告書

17/20



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
△6円23銭 4円39銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△69,813 49,133

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△69,813 49,133

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,197 11,197

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

平成25年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

（イ）配当金の総額………………………………………89,577千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………８円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年12月６日

　（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書  

　 　 平成25年11月８日

藤田エンジニアリング株式会社 　 　

取締役会　御中 　 　

　 有限責任監査法人　トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鎌田　竜彦　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉田　昌則　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤田エンジニア

リング株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤田エンジニアリング株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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